
ロ
シ
ア
の
軍
事
史
研
究
に
お
い
て
は
、
二
〇
世
紀
は
、
露
日
戦
争

(

一
九
〇
四
―

一
九
〇
五)

を
も
っ
て
始
ま
る
と
す
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
戦
争
は
確

実
に
両
国
の
歴
史
の
転
換
点
と
な
っ
た
。
こ
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
詳
細
に
、

か
つ
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
研
究
が
な
さ
れ
、
数
多
く
の
研
究
論
文
、
刊
行
物
、
本
格

的
な
著
作
が
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
比
し
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
、
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
一
年

に
か
け
て
の
中
国
へ
の
出
兵
で
、
そ
の
規
模
と
も
た
ら
し
た
結
果
に
も
関
わ
ら
ず
、

｢

戦
争｣

と
称
さ
れ
る
こ
と
す
ら
な
い
。
こ
の
出
兵
に
つ
い
て
は
、
一
連
の
理
由
に

よ
り
ほ
と
ん
ど
研
究
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
他
の
、
よ
り
規
模
の
大
き
い
悲
劇
的
な

出
来
事
の
陰
に
押
し
や
ら
れ
た
ま
ま
、
実
際
に
国
民
の
記
憶
に
残
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
両
世
紀
の
境
目
に
あ
っ
て
、
ま
さ
に
こ
の
中
国
出
兵
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
最
初

の
、
し
か
も
勝
利
を
も
た
ら
し
た
戦
争
と
な
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
こ
の
戦
争
で
、
他
国
の
領
土
を
奪
取
す
る
、
あ
る
い
は
中
国
の
支
配
体

制
を
覆
す
こ
と
を
目
的
に
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
満
州
の
中
国
軍
は
、
先
行
し
て
、

ロ
シ
ア
の
軍
隊
に
対
し
て
戦
闘
行
動
を
と
っ
た
。
事
態
は
武
力
衝
突
に
ま
で
発
展
し
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
双
方
は
、
両
国
の
相
互
関
係
の
中
で
蓄
積
し
て
い
た
問
題
を
解

決
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

中
国
に
お
け
る
こ
の
戦
争
は
、
政
治
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
き
わ
め
て
複
雑
で
矛

盾
に
充
ち
た
現
象
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
一
義
的
な
評
価
を
与
え
る
ほ
ど
、
事
は
簡
単

で
は
な
い
。
一
つ
だ
け
確
実
に
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
戦
争
は
、
我
が
国
に
き
わ
め

て
深
刻
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
意
味
で
、
ロ
シ
ア
の
歴
史
に
お
け
る
重
要
な

出
来
事
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
一
部
の
戦
場
で
、
ロ
シ
ア
は
、
他
の
列
強
の
軍
隊
と
共
同

し
て
戦
闘
行
動
を
展
開
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
戦
争
に
お
け
る
我
が
国
の
連
合
国

の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
日
本
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
四
年
後
、
同
じ
中
国

の
領
土
内
で
、
ロ
シ
ア
は
日
本
と
の
闘
い
に
突
入
し
た
。
日
本
と
ロ
シ
ア
の
他
に
、

中
国
で
の
軍
事
行
動
に
参
加
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
っ
た
。
参
加
国
の

各
々
の
目
的
と
問
題
意
識
は
異
な
り
、
し
ば
し
ば
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
だ
け
に
、
連
合
国
間
の
相
互
関
係
は
い
か
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
ど
の
よ

う
に
相
互
作
用
が
実
現
さ
れ
て
い
き
、
そ
の
中
で
い
か
な
る
結
果
に
到
達
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
の
フ
ォ

ン
ド
に
は
、
中
国
で
の
軍
事
衝
突
に
お
け
る
、
連
合
国
艦
隊
の
戦
闘
行
動
に
関
す
る

き
わ
め
て
興
味
深
い
史
料
が
相
当
数
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
上
記

の
問
題
す
べ
て
に
光
を
当
て
て
く
れ
る
。

こ
の
戦
争
の
前
史
を
簡
単
に
述
べ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
の

初
め
、
外
国
の
中
国
へ
の
活
発
な
進
出
が
始
ま
っ
た
。
伝
統
的
な
中
国
の
閉
鎖
性
も
、

明
治
維
新
の
時
の
日
本
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
な

｢

自
強
政
策｣

も
、
外
国
の
侵
入

( ) 一九〇〇年対中国出兵における連合海軍の共同行動 (チェルニャフスキー)137
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ロ
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ア
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軍
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史
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よ
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一
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〇
年
対
中
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に
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け
る
連
合
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同
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動
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か
ら
中
国
が
身
を
守
る
助
け
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
、
西
欧
諸
国
、
日
本

と
の
一
連
の
条
約
締
結
の
結
果
、
中
国
は
、
実
質
的
に
、
独
立
し
た
外
交
政
策
を
進

め
る
可
能
性
を
失
っ
た
。

外
国
勢
力
の
進
出
は
、
特
に
、
経
済
的
変
化
が
失
業
の
急
激
な
増
大
を
招
い
た
中

国
北
部
地
域
に
お
い
て
、
住
民
の
否
定
的
反
応
を
呼
び
起
こ
し
た
。
状
況
に
拍
車
を

か
け
た
の
が
、
数
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た
大
飢
饉
と
危
険
な
疫
病
の
蔓
延
で
、

そ
れ
ら
は
、
無
学
な
民
衆
に
は
、
外
国
人
の
出
現
の
結
果
と
受
け
取
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
。一

八
九
四
年
に
日
清
戦
争
が
勃
発
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
同
地
域
の
脆
弱
な
が
ら
も

あ
っ
た
安
定
性
は
破
壊
さ
れ
、
文
字
通
り
、
国
際
矛
盾
の
中
心
地
と
化
し
た
。
こ
の

背
景
の
中
で
、
極
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
勢
力
増
強
が
始
ま
り
、
ほ
ど
な
く
ロ
シ
ア

も
中
国
問
題
で
身
動
き
が
と
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
中
国
で
は
、｢

外
圧｣
と
の
闘
い
を
目
的
と
す
る
武

装
勢
力
の
数
が
自
然
発
生
的
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
中
で
も
最
も
広
汎
な
勢
力
と
な
っ

た
の
が

｢

義
和
団｣

(｢

正
義
と
和
の
た
め
の
拳｣)

で
、
抵
抗
運
動
全
体
に
自
分
た

ち
の
名
前
を
残
し
た
。
こ
の
運
動
の
参
加
者
た
ち
は
、
拳
闘
に
似
た
肉
体
訓
練
を
行
っ

た
こ
と
、
さ
ら
に

｢

正
義
と
和
の
た
め
の
拳｣

と
い
う
名
称
か
ら
、
欧
米
で
は

｢

ボ

ク
サ
ー
、
拳
闘
家｣

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蜂
起
者
た
ち
の
共
通
の
目
的
は
、

外
国
人
を
国
内
か
ら
追
放
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
一
部
の
グ
ル
ー
プ
は
支
配
王
朝

で
あ
る
清
の
打
倒
を
も
目
指
し
て
い
た
。

自
然
発
生
的
な
民
衆
運
動
の
例
に
も
れ
ず
、
一
八
九
八
年
に
最
高
潮
に
達
し
た
義

和
団
蜂
起
は
、
強
奪
と
迫
害
行
為
を
引
き
起
こ
し
た
。
外
国
人
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教

徒
に
対
す
る
攻
撃
と
殺
害
は
、
日
常
的
現
象
と
な
っ
た
。
こ
の
状
況
は
、
蜂
起
の
指

導
者
た
ち
が
、
清
朝
政
府
と
の
合
意
に
従
い
、
反
政
府
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
下
ろ
し
、

｢

中
国
か
ら
の
外
国
人
駆
逐｣

を
主
要
課
題
と
し
て
掲
げ
た
こ
と
か
ら
更
に
激
化
し

た
。

事
態
が
一
段
と
切
迫
し
た
の
は
一
九
〇
〇
年
の
春
で
あ
る
。
中
国
北
部
で
、
蜂
起

者
た
ち
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
学
校
と
寺
院
を
焼
き
払
っ
た
。
奉
天
で
は
、
外
国
人

お
よ
び
中
国
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
殺
害
が
相
次
い
だ
。
他
の
都
市
で
も
放
火
や
集
団

殺
戮
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
残
さ
れ
た
最
後
の
選
択
は
、
も
は
や
武

力
介
入
し
か
な
く
、
ロ
シ
ア
は
中
国
に
駐
留
す
る
自
国
軍
隊
の
増
強
を
始
め
た
。
一

九
〇
〇
年
五
月
に
は
海
軍
も
導
入
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
関
東
州
の
司
令
長
官
で
あ

る
Ｅ
・
Ｉ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
海
軍
中
将
は
、
海
軍
大
臣
Ａ
・
Ｎ
・
ク
ロ
パ
ト
キ
ン
陸

軍
大
将
に
次
の
よ
う
な
報
告
を
し
た
。｢

北
京
の
騒
擾
状
態
に
鑑
み
、
公
使
の
要
請

に
応
じ
て
海
軍
陸
戦
隊
の
派
遣
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
…｣

(

�)

。

一
九
〇
〇
年
五
月
、
列
国
連
合
軍
は
渤
海
湾
に
大
艦
隊
を
派
遣
し
た
。
時
を
置
か

ず
、
海
軍
少
将
Ｍ
・
Ｇ
・
ヴ
ェ
セ
ル
イ
指
揮
下
の
ロ
シ
ア
艦
船
部
隊
が
大
沽
口
に
到

着
し
、
六
月
の
初
め
に
は
、
海
軍
大
将
Ｊ
ａ
・
Ａ
・
ギ
リ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ト
を
司
令
官

と
す
る
太
平
洋
艦
隊
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
、
個
々
に
集
結
し
た
。

ロ
シ
ア
海
軍
が
連
諸
国
と
共
同
し
て
行
っ
た
一
九
〇
〇
年
の
最
初
の
出
兵
作
戦
は
、

外
交
団
を
含
め
て
、
外
国
人
市
民
の
生
命
が
実
際
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
北
京
へ
の
海

軍
陸
戦
隊
の
派
遣
で
あ
っ
た
。

ラ
デ
ン
大
尉
と
フ
ォ
ン
・
デ
ン
少
尉
の
指
揮
す
る
陸
戦
隊
は
、
装
甲
艦
シ
ソ
イ
・

ベ
リ
ー
キ
イ
号
と
ナ
ヴ
リ
ン
号
の
水
兵
と
士
官
七
四
名
か
ら
な
っ
て
い
た
。

ロ
シ
ア
隊
は
、
お
よ
そ
四
五
〇
名
か
ら
な
る
列
国
連
合
部
隊
に
合
流
し
た
。
連
合

部
隊
は
外
国
の
代
表
部
が
置
か
れ
て
い
る
大
使
館
地
区
の
防
備
に
当
た
っ
た
。

連
合
軍
と
義
和
団
の
最
初
の
衝
突
が
生
じ
た
の
は
北
京
で
、
五
月
の
終
わ
り
で
あ
っ

た
。
六
月
の
初
め
に
は
外
国
大
使
館
の
包
囲
が
始
ま
っ
た
。
蜂
起
者
に
政
府
軍
が
加

わ
り
、
後
者
の
手
に
よ
り
、
六
月
一
一
日
、
日
本
大
使
館
の
参
事
官
ス
ギ
ヤ
マ

【

書

記
生
・
杉
山
彬】
が
命
を
落
と
し
た
。

義
和
団
と
中
国
軍
に
よ
る
外
国
大
使
館
包
囲
は
二
ヶ
月
に
わ
た
り
、
六
月
末
ま
で

は
列
国
部
隊
は
実
質
的
に
毎
日
死
傷
者
を
出
し
、
人
的
損
害
を
蒙
っ
た
。
八
月
に
入
っ
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て
よ
う
や
く
海
軍
陸
戦
隊
が
自
艦
に
戻
り
、
代
わ
り
に
陸
軍
部
隊
が
駐
屯
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

連
合
国
上
陸
部
隊
の
北
京
へ
の
派
遣
は
、
直
隷
省
、
と
り
わ
け
海
か
ら
首
都
北
京

に
向
か
う
途
上
に
位
置
す
る
天
津
に
お
け
る
状
況
の
好
転
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

蜂
起
者
た
ち
は
政
府
軍
が
黙
認
す
る
中
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
外
国
人
市
民
を
殺
害
し
、

鉄
道
を
破
壊
し
た
。
北
京
の
状
況
も
好
転
に
は
ほ
ど
遠
か
っ
た
。
五
月
二
七
日
、
イ

ギ
リ
ス
の
装
甲
艦
ツ
ェ
ン
ト
ゥ
リ
オ
ン
号

【

英
語
名C

enturion
】

の
艦
上
で
、
列

国
連
合
艦
隊
の
指
導
部
に
よ
る
会
議
が
行
わ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
シ
ー
モ
ア
海
軍
中
将

の
提
案
に
よ
り
、
北
京
へ
の
派
兵
準
備
を
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
は
、

ポ
ル
ト
・
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル

【

旅
順】

か
ら
の
陸
軍
部
隊
の
到
着
を
待
つ
こ
と
を
提
案

し
、
直
ち
に
派
兵
準
備
に
入
る
こ
と
に
は
反
対
し
た
。
結
果
と
し
て
ロ
シ
ア
の
参
加

は
海
軍
陸
戦
隊
に
限
定
さ
れ
た
。

日
本
も
加
わ
っ
て
の
列
国
編
成
部
隊
の
規
模
は
六
〇
〇
名
を
下
ら
ず
、
そ
の
中
に

は
大
砲
二
基
を
装
備
し
た
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
一
三
五
名
が
含
ま
れ
て
い
た
。
五
月
二

七
日
、
編
成
部
隊
は
列
車
に
乗
り
込
み
、
北
京
方
面
に
向
か
っ
た
。
少
し
遅
れ
て
増

援
部
隊
が
後
に
続
い
た
。
八
カ
国
の
陸
戦
兵
か
ら
な
る
シ
ー
モ
ア
の
派
兵
部
隊
は
、

合
計
二
〇
〇
四
名
に
及
び
、
そ
の
中
に
は
、
Ｉ
・
Ｉ
・
チ
ャ
ギ
ン
海
軍
中
佐

(

元
駐

日
ロ
シ
ア
海
軍
武
官)

指
揮
下
の
ロ
シ
ア
水
兵
三
一
二
名
と
将
校
七
名
が
含
ま
れ
て

い
た
。
日
本
の
部
隊
は
将
校
二
名
と
兵
卒
五
四
名
か
ら
な
っ
て
い
た

(

�)

。

当
初
、
部
隊
の
移
動
は
、
順
調
に
流
血
事
も
な
く
進
ん
だ
。
義
和
団
と
の
最
初
の

戦
闘
が
起
こ
っ
た
の
は
六
月
一
日
で
、
六
月
五
日
に
は
、
大
沽
砲
台
奪
取
後
、
列
国

部
隊
は
中
国
政
府
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
。
二
時
間
に
わ
た
る
戦
闘
で
陸
戦
兵
五
〇
名

以
上
と
中
国
人
数
百
名
が
死
亡
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
シ
ー
モ
ア
は
北
京
に
向
け
て
の

前
進
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
後
退
に
転
じ
た
が
、
そ
こ
で
も
ロ
シ
ア
海
軍

軍
人
を
含
む
人
的
損
害
を
蒙
っ
た
。
独
力
で
天
津
に
戻
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た

シ
ー
モ
ア
は
、
シ
グ
の
中
国
武
器
庫
を
奪
取
し
、
援
軍
が
来
る
ま
で
防
備
を
固
め
た
。

包
囲
さ
れ
た
部
隊
が
脱
出
に
成
功
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
と
連
合
国
の
部
隊
か
ら
成

る
シ
リ
ン
ス
キ
ー
陸
軍
中
佐
の
編
成
部
隊
が
到
着
し
た
六
月
一
二
日
に
な
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
遠
征
の
人
的
損
失
は
死
者
六
二
名
、
負
傷
者
二
五
二
名
に

お
よ
び
、
そ
の
う
ち
ロ
シ
ア
側
の
死
者
は
水
兵
一
〇
名
、
負
傷
者
は
将
校
四
名
、
兵

卒
二
一
名
、
挫
傷
者
一
〇
名
で
あ
っ
た
。
日
本
側
の
人
的
損
失
は
、
死
者
は
兵
卒
二

名
、
負
傷
者
は
兵
卒
三
名
で
あ
っ
た

(

�)

。
海
軍
中
佐
チ
ャ
ギ
ン
は
、
シ
ー
モ
ア
海
軍
中

将
の
遠
征
へ
の
ロ
シ
ア
海
軍
軍
人
の
参
加
に
関
す
る
報
告
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。｢

…
我
が
部
隊
の
将
校
、
及
び
、
指
揮
官
等
の
行
動
は
、
と
も
に
非
の

( ) 一九〇〇年対中国出兵における連合海軍の共同行動 (チェルニャフスキー)139
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打
ち
所
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
…
我
々
の
行
軍
の
四
日
間
に
わ
た
る
銃
弾
と
砲
弾

の
嵐
の
中
で
、
彼
ら
は
賞
賛
に
値
す
る
堅
忍
と
高
い
規
律
を
身
を
も
っ
て
示
し
た｣

(

�)

。

一
九
〇
〇
年
の
出
兵
時
、
特
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
は
天
津
の
防
備
で
、

そ
こ
で
の
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
ロ
シ
ア
の
軍
隊
で
あ
っ
た
。
五
月
末
、

蜂
起
者
た
ち
は
天
津
市
内
に
入
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
残
酷
に
処
刑
し
、
教
会
を
焼

き
払
い
、
鉄
道
の
駅
と
外
国
人
租
界
を
包
囲
し
た
。
シ
ー
モ
ア
の
部
隊
が
退
却
し
た

後
に
は
、
外
国
軍
隊
は
実
質
上
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
義
和
団
に
と
り
、
す
べ
て
の

外
国
人
を
一
掃
し
、
町
と
そ
の
周
辺
を
完
全
な
支
配
下
に
置
く
可
能
性
が
現
実
の
も

の
と
な
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
五
月
三
〇
日
に
シ
ベ
リ
ア
狙
撃
兵
五
個
中
隊
が
市

内
に
入
っ
た
。

一
週
間
に
わ
た
り
、
カ
ウ
リ
バ
ル
ス
海
軍
大
尉
の
指
揮
す
る
海
軍
軍
人
四
四
名
を

含
む
ロ
シ
ア
軍
は
、
市
街
地
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
租
界
を
防
御
し
た
。
戦
闘
は
激
し
い
も

の
と
な
り
、
義
和
団
側
が
並
々
な
ら
ぬ
頑
強
さ
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、
情
勢
は
危
機

的
で
あ
っ
た
。
防
御
側
の
人
的
損
害
は
二
〇
〇
名
を
超
え
、
大
沽
砲
台
奪
取
後
、
外

国
軍
隊
、
コ
サ
ッ
ク
・
ロ
シ
ア
狙
撃
兵
の
部
隊
が
、
包
囲
さ
れ
て
い
る
ロ
シ
ア
軍
の

支
援
に
到
着
し
た
こ
と
で
、
情
勢
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

天
津
攻
防
戦
は
、
更
に
一
ヶ
月
近
く
続
い
た
が
、
そ
の
主
力
を
な
し
た
の
は
陸
軍

部
隊
で
、
海
軍
部
隊
で
は
な
か
っ
た
。

一
九
〇
〇
年
の
出
兵
に
お
け
る
最
大
か
つ
主
要
作
戦
と
な
っ
た
の
は
、
大
沽
砲
台

の
奪
取
で
、
そ
の
遂
行
は
、
陸
海
軍
の
共
同
で
行
わ
れ
た
。
作
戦
を
成
功
に
導
く
た

め
に
は
、
天
津
、
北
京
に
向
か
う
経
路
の
起
点
で
あ
る
白
河
河
口
を
完
全
に
制
圧
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
外
国
軍
隊
の
首
都
入
京
を
中
国
政
府

が
禁
止
し
た
段
階
で
、
特
に
、
明
白
な
も
の
と
な
っ
た
。
太
平
洋
に
お
け
る
海
軍
の

司
令
長
官
で
あ
る
Ｅ
・
Ｉ
・
ア
レ
ク
セ
エ
フ
は
太
平
洋
艦
隊
司
令
官
Ｊ
ａ
・
Ｐ
・
ギ

リ
テ
ル
バ
ン
ト
海
軍
中
将
に
、
白
河
へ
の
入
口
を
支
配
し
て
い
る
大
沽
要
塞
を
連
合

国
と
共
同
で
占
領
す
る
よ
う
提
言
し
た
。
一
九
〇
〇
年
六
月
二
日
付
の
電
信

(

第
二

三
一
号)

に
は
、
次
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。｢

大
沽
砲
台
の
防
御
、
機
雷
に

よ
る
防
御
線
構
築
、
さ
ら
に
、
大
沽
―
天
津
間
の
鉄
道
占
拠
の
た
め
の
軍
隊
集
結
に

関
し
、
作
戦
強
化
の
報
告
を
、
ヴ
ォ
ガ
ク

(

中
国
駐
在
ロ
シ
ア
武
官
。
チ
ェ
ル
ニ
ャ

フ
ス
キ
ー
注)

か
ら
受
領
。
危
機
的
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
大
沽
を
他

【

国】

の
将
官
と
共
同
し
て
占
領
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
思
惟
。
さ
も
な
く
ば
、
艦
隊
と
大

沽
・
天
津
間
の
連
絡
網
を
失
う
結
果
と
な
り
、
我
が
国
の
陸
戦
部
隊
と
陸
軍
部
隊
は

絶
望
的
な
状
況
に
陥
る｣

(

�)

。

六
月
三
日
午
前
中
、
巡
洋
艦
ロ
シ
ア
号
の
艦
上
で
、
連
合
国
の
艦
隊
司
令
官
に
よ

る
定
例
会
議
が
行
わ
れ
た
。
会
議
で
は
、
次
の
よ
う
に
、
中
国
に
最
後
通
牒
を
突
き

つ
け
る
こ
と
が
、
全
員
一
致
で
決
定
さ
れ
た
。｢【

貴
国
が】

無
秩
序
状
態
に
陥
っ
た

こ
と
か
ら
、
連
合
列
強
は
、
外
交
団
下
の
自
国
民
保
護
の
た
め
に
、
部
隊
を
順
調
に

上
陸
さ
せ
た
。
一
方
こ
れ
と
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
貴
帝
国
政
府
の
代
表
者
は
、
自

ら
の
責
務
を
理
解
し
、
秩
序
回
復
の
た
め
の
然
る
べ
き
方
策
を
講
じ
た
こ
と
と
推
察

す
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
公
然
と
外
国
人
へ
の
共
感
を
示
し
、
鉄
道
路
線
に
軍
隊

を
集
結
さ
せ
、
ま
た
、
機
雷
を
も
っ
て
白
河
へ
の
入
り
口
を
塞
い
で
い
る
。
こ
の
一

連
の
行
動
は
、
貴
政
府
が
外
国
人
に
対
す
る
厳
か
な
責
任
を
忘
却
し
て
い
る
こ
と
を

明
示
し
て
い
る
。
列
国
連
合
軍
の
各
司
令
官
は
、
陸
上
の
自
己
の
部
隊
と
の
恒
常
的

な
連
絡
を
保
持
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
善
意
、
あ
る
い
は
、
武
力
で
も
っ
て

一
時
的
に
大
沽
要
塞
を
占
領
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
要
塞
を
連
合
国
軍
に
引
き
渡

す
最
終
期
限
は
、
四
日

(

十
七
日)

午
前
二
時
ま
で
と
す
る
。
こ
の
決
議
は
、
天
津

に
い
る
副
総
督
と
要
塞
司
令
官
に
も
同
時
に
伝
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う｣

(

�)

。

最
後
通
牒
は
、
ア
メ
リ
カ
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
国
の
司
令
官
に
よ
っ
て
署
名
さ

れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
司
令
官
は
合
議
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
の

言
に
よ
れ
ば
、
自
国
政
府
か
ら

｢

中
国
人
が
直
接
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
敵
対
行

為
を
し
な
い
限
り
は
、
中
立
を
守
る｣

よ
う
指
示
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
あ
る

(

�)

。
作

戦
の
総
指
揮
は
、
砲
艦
ボ
ー
ブ
ル
号
の
艦
長
Ａ
・
Ｎ
・
ド
ブ
ロ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
海
軍
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大
佐
に
委
任
さ
れ
た
。

水
雷
艇
二
〇
七
号
の
艦
長
バ
フ
メ
チ
エ
フ
海
軍
大
尉
は
最
後
通
牒
を
大
沽
要
塞
司

令
官
ロ
・
ユ
ン
グ
ア
ン

【

羅
栄
光】

に
手
渡
し
た
。
シ
ラ
ム
チ
ェ
ン
コ
海
軍
少
尉
は

直
隷
省
総
督
ユ
イ
・
ル

【

祐
禄】

に
最
後
通
牒
を
手
渡
す
た
め
に
天
津
に
赴
い
た
。

連
合
国
艦
隊
の
戦
艦
は
、
海
岸
か
ら
十
二
マ
イ
ル
離
れ
た
投
錨
地
に
停
泊
し
て
い

た
。
白
河
は
水
深
が
浅
い
た
め
、
使
用
で
き
る
の
は
巡
洋
艇
と
喫
水
線
の
浅
い
船
に

限
ら
れ
た
。

巡
洋
艦
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
コ
ル
ニ
ー
ロ
フ
号
か
ら
第
十
二
東
シ
ベ
リ
ア
狙
撃
連
隊
の

中
隊
が
上
陸
し
た
。
こ
の
間
連
合
国
も
そ
れ
ぞ
れ
自
国
の
陸
戦
隊
の
上
陸
を
完
了
し

た
。
夕
刻
ま
で
に
塘
沽
駅
地
区
に
集
結
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
人
一
八
四
名
、
日
本
人

三
二
九
名
、
イ
ギ
リ
ス
人
二
五
〇
名
、
ド
イ
ツ
人
十
四
名
の
九
〇
三
名
で
あ
っ
た

(

�)

。

ド
ブ
ロ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
海
軍
大
佐
は
、
海
軍
大
将
か
ら
最
後
通
牒
と
指
示
書
を
受

け
取
る
と
直
ち
に
、
白
河
に
停
泊
し
て
い
る
全
艦
船
の
艦
長
を
招
集
し
、
軍
事
会
議

を
開
い
た
。
該
当
艦
船
は
、
ロ
シ
ア
の
水
雷
艇
二
〇
四
号
と
同
二
〇
七
号
、
砲
艦
ボ
ー

ブ
ル
号
、
コ
レ
エ
ツ
号
、
ギ
リ
ャ
ー
ク
号
以
外
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
砲
艦
ア
ル
ジ
ェ

リ
ン
号
、
フ
ラ
ン
ス
の
砲
艦
リ
オ
ン
号
、
ド
イ
ツ
の
砲
艦
イ
ル
テ
ィ
ス
号
、
お
よ
び

イ
ギ
リ
ス
の
駆
逐
艦
フ
ェ
イ
ム
号
と
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ
号
で
あ
っ
た
。

日
本
の
軍
艦
赤
城
の
艦
長
は
機
関
故
障
の
た
め
、
砲
台
強
襲
へ
の
参
加
を
断
念
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
外
輪
蒸
気
艦
モ
ネ
ク
シ
ー
の
艦
長
も
同
様
の
決
定
を
下
し
た
が
、

中
立
遵
守
が
そ
の
理
由
で
は
な
か
っ
た
。

砲
台
攻
撃
隊
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
第
十
二
東
シ
ベ
リ
ア
狙
撃
連
隊
混
成
中
隊
の

一
六
三
名
、
イ
ギ
リ
ス
人
一
六
〇
名
、
ド
イ
ツ
人
一
四
〇
名
、
日
本
人
二
三
一
名
で
、

装
備
は
陸
戦
用
武
器
三
挺
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
の
者
は
鉄
道
駅
の
警
備
を
命
ぜ
ら

れ
た
。

連
合
国
軍
を
迎
え
撃
っ
た
の
は
四
基
の
砲
台
で
あ
っ
た
、
河
の
右
岸
の

｢

南｣

砲

台
と

｢
新｣
砲
台
、
左
岸
の

｢

北｣

砲
台
と

｢

北
西｣

砲
台
で
計
一
七
〇
、
一
部
の

史
料
に
よ
れ
ば
二
四
〇
の
砲
架
を
装
備
し
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
当
時
と
し
て
は
最

新
の
シ
ス
テ
ム
の
も
の
で
あ
っ
た
。
連
合
国
側
の
艦
船
が
装
備
し
て
い
る
砲
は
全
部

で
四
七
基
、
大
口
径
の
も
の
は
ロ
シ
ア
艦
船
に
あ
る
一
五
三
ミ
リ
か
ら
二
二
九
ミ
リ
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の
五
基
の
み
で
、
他
は
七
五
ミ
リ
砲
以
下
の
も
の
で
あ
っ
た
。

砲
台
守
備
隊
は
、
三,

五
〇
〇
名
以
上
の
兵
士
と
将
校
か
ら
成
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

式
の
訓
練
を
受
け
た
者
た
ち
だ
っ
た
。
そ
の
他
に
、
大
沽
地
区
に
は
十
三
の
戦
艦
を

含
む
中
国
艦
隊
が
停
泊
し
、
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
教
官
に

よ
っ
て
装
備
・
訓
練
さ
れ
た
ニ
ェ
・
シ
チ
ェ
ン

【

聶
士
成】

陸
軍
大
将
の
部
隊
が
駐

屯
し
て
い
た
。

二
三
時
〇
〇
分
に
は
中
国
の
戦
艦
と
陸
軍
部
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
に
就
き
、
六

月
四
日
〇
時
五
〇
分
に

｢

北
西｣
砲
台
か
ら
最
初
の
一
発
が
鳴
り
響
い
た
。
砲
撃
戦

は
数
時
間
続
い
た
が
、
敵
方
の
砲
撃
が
優
勢
で
、
ロ
シ
ア
の
砲
艦
は
他
の
艦
船
と
同

様
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
。
ア
メ
リ
カ
の
艦
船
モ
ネ
ク
シ
ー
号
も
流
れ
弾
を
舷
に

受
け
、
局
外
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
ず
、
艦
長
は
中
立
を
放
棄
す
る
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
砲
撃
戦
の
様
子
は
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
保

存
さ
れ
て
い
る
史
料
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

｢

…
午
前
三
時
近
く
、
船
列
の
傍
を
ド
イ
ツ
の
小
型
船
艇
が
通
過
、
そ
の
艇
長
は
、

突
撃
部
隊
が
第
四
号
砲
台
へ
の
進
攻
を
開
始
し
た
と
伝
え
、
砲
艦
イ
ル
テ
ィ
ス
号
に

気
球
を
掲
げ
て
砲
台
へ
の
艦
砲
射
撃
を
停
止
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
砲
台
に
向
か
っ

て
小
走
り
に
近
づ
い
て
い
く
狙
撃
兵
の
一
隊
が
月
明
か
り
の
中
で
識
別
で
き
た
、
三

時
二
〇
分
、
敵
の
砲
火
で
攻
撃
隊
は
い
っ
た
ん
動
き
を
止
め
た
が
、
三
時
五
五
分
、

再
び
前
進
を
始
め
た
。

砲
艦
イ
ル
テ
ィ
ス
号
上
に
気
球
が
揚
げ
ら
れ
、
艦
砲
射
撃
は
第
三
号
砲
台
と
南
砲

台
に
目
標
を
移
し
た
。

四
時
四
〇
分
、
散
兵
線
は
砲
台
ま
で
五
〇
〇
歩
ほ
ど
の
距
離
に
近
づ
き
地
面
に
伏

せ
、
そ
し
て
日
本
の
陸
戦
砲
が
火
を
吹
い
た
。
砲
台
防
壁
へ
の
砲
撃
が
五
分
ば
か
り

続
い
た
後
、
再
び
進
撃
が
開
始
さ
れ
、
四
時
五
〇
分
攻
撃
隊
は

｢

ウ
ラ
ー｣

の
叫
び

声
を
上
げ
て
突
進
し
た
。
ロ
シ
ア
の
狙
撃
兵
が
先
頭
に
立
ち
、
イ
ギ
リ
ス
兵
が
そ
れ

に
並
ん
だ
。

砲
台
を
取
り
囲
ん
で
い
る
水
壕
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
、
狙
撃
兵
は
、
砲
台
沿
い
に

右
に
回
り
河
側
に
あ
る
門
に
向
か
っ
た
。
壕
に
掛
か
っ
て
い
る
橋
を
中
国
人
は
何
故

か
破
壊
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
突
撃
隊
は
そ
の
橋
を
渡
っ
て
、
内
側
か
ら
土
嚢
で

塞
い
で
あ
る
門
を
打
ち
壊
し
始
め
た
。
こ
の
作
業
に
精
力
的
に
参
加
し
た
の
は
右
翼

に
い
た
日
本
兵
で
、
そ
れ
に
続
き
、
傍
に
い
た
ロ
シ
ア
兵
も
そ
れ
に
加
わ
っ
た
。
門

が
明
け
ら
れ
る
や
い
な
や
先
頭
で
中
に
突
進
し
た
の
は
、
部
下
で
あ
る
狙
撃
兵
四
名

を
従
え
た
ス
タ
ン
ケ
ヴ
ィ
チ
陸
軍
中
尉
で
、
日
本
兵
が
そ
れ
に
続
い
た
が
、
彼
ら
は

否
応
な
く
、
入
り
口
に
斜
め
に
置
か
れ
た
大
砲
か
ら
の
榴
霰
弾
の
直
撃
を
受
け
た
。

砲
台
守
備
隊
は
反
撃
す
る
こ
と
な
く
逃
走
し
た
。

第
四
号
砲
台
へ
の
攻
撃
が
開
始
さ
れ
る
と
同
時
に
、
午
前
四
時
三
五
分
に
砲
艦
ボ
ー

ブ
ル
号
か
ら
の
砲
弾
が
第
四
号
砲
台
で
炸
裂
し
た
。
五
時
三
〇
分
頃
、
艦
砲
射
撃
を

浴
び
、
ほ
ぼ
沈
黙
状
態
だ
っ
た
第
一
号
砲
台
が
突
撃
隊
に
よ
っ
て
奪
取
さ
れ
た
。
第

一
号
砲
台
の
上
に
連
合
国
の
旗
が
上
が
る
や
い
な
や
、
艦
船
は
次
々
に
錨
を
揚
げ
て

河
口
付
近
に
移
動
し
、
第
四
号
砲
台
と
第
一
号
砲
台
の
間
の
位
置
か
ら
、
南
側
の
砲

台
に
縦
射
を
浴
び
せ
た
。

午
前
五
時
五
二
分
、
第
二
号
砲
台
で
ほ
ぼ
同
時
に
二
回
砲
弾
が
炸
裂
し
た
。
そ
の

う
ち
の
一
発
は
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
人
は
砲
艦
か
ら
の
速
射
砲
に
よ
る
攻

撃
に
驚
き
、
群
を
な
し
て
砲
台
か
ら
逃
亡
し
た
。
陸
戦
隊
は
船
で
対
岸
に
運
ば
れ
、

敵
の
抵
抗
を
受
け
る
こ
と
な
く
第
二
号
砲
台
を
占
領
し
た
。
引
き
続
き
六
時
二
五
分

に
第
三
号
砲
台
で
の
新
た
な
砲
弾
炸
裂
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
最
後
で
あ
っ
た
。
六

時
四
五
分
、
大
沽
の
す
べ
て
の
砲
台
は
連
合
国
の
手
に
落
ち
た
…｣

(

�)

。

｢
…
七
時
二
〇
分
に
ド
イ
ツ
の
巡
洋
艦
ゲ
ル
ト
号
か
ら
列
国
部
隊
の
全
艦
船
宛
て

に

『

砲
台
を
奪
取』

と
の
信
号
が
送
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
同
様
の
信
号
を
掲

げ
た
水
雷
艇
二
〇
七
号
が
河
か
ら
姿
を
現
し
た
…
。

九
時
三
〇
分
、
将
官
と
艦
長
が
第
六
回
の
会
議
の
た
め
に
巡
洋
艦
ロ
シ
ア
号
に
集
ま
っ

た
…｣

(

�)

。
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中
国
艦
隊
は
戦
闘
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
中
国
の
水
雷
艇
が
一
隻
河
口
か
ら
出
て

い
く
と
こ
ろ
で
捕
捉
さ
れ
、
四
隻
は
埠
頭
で
乗
組
員
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
た
。
ニ
ェ
・

シ
チ
ェ
ン

【
聶
士
成】

陸
軍
大
将
の
軍
は
砲
台
に
接
近
し
た
が
、
戦
闘
に
は
参
加
せ

ず
退
却
し
た
。
海
側
か
ら
砲
撃
を
し
た
の
は
中
国
の
平
船
一
隻
の
み
で
、
こ
れ
も
直

に
撃
沈
さ
れ
た
。

中
国
側
の
損
失
は
甚
大
で
、
捕
虜
に
す
る
ま
で
も
な
か
っ
た
。
大
沽
要
塞
の
司
令

官
ロ
・
ユ
ン
グ
ア
ン

【

羅
栄
光】

は
自
決
し
た
。

攻
撃
が
行
わ
れ
て
い
る
間

｢
…
砲
台
に
は
七,

六
三
四
発
の
砲
弾
と
一
八,

一
七

四
発
の
機
関
銃
弾
が
撃
ち
込
ま
れ
た
。
そ
の
結
果
、
連
合
国
艦
船
に
砲
撃
を
加
え
て

い
た
三
三
基
の
砲
台
の
う
ち
一
〇
基
は
爆
破
さ
れ
、
火
薬
・
薬
莢
地
下
倉
庫
で
大
爆

発
が
三
回
、
小
爆
発
が
八
回
引
き
起
こ
さ
れ
、
砲
台
内
部
は
相
当
に
破
壊
さ
れ
た
。

中
国
側
が
発
射
し
た
砲
弾
の
数
は
不
明
で
あ
る
。
連
合
国
艦
船
の
う
ち
特
に
被
害

を
蒙
っ
た
の
は
、
イ
ル
テ
ィ
ス

(

十
六
発)

、
ギ
リ
ャ
ー
ク
(

三
発)

、
コ
レ
エ
ツ

(

六
発)

、
リ
オ
ン

(

一
発)

、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ン

(

一
発)

、
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ

(

一
発)

の
各
艦
で
あ
っ
た｣

(

�)

。

人
的
損
失
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。

｢

…
コ
レ
エ
ツ
号
で
は
、
海
軍
大
尉
ブ
ラ
コ
フ
が
死
亡
、
海
軍
大
尉
デ
デ
ネ
フ
が

瀕
死
の
重
傷
、
兵
卒
の
死
亡
者
八
名
、
負
傷
者
二
一
名
。
ギ
リ
ャ
ー
ク
号
で
は
、
海

軍
少
佐
チ
ト
フ
と
ボ
グ
ダ
ノ
フ
が
負
傷
、
兵
卒
の
死
亡
者
八
名
、
負
傷
者
四
五
名
、

自
由
雇
い
の
料
理
人
が
負
傷
。
リ
オ
ン
号
で
は
、
兵
卒
三
名
が
負
傷

(

う
ち
一
名
は

瀕
死
の
重
傷)

。
イ
ル
テ
ィ
ス
号
で
は
、
将
校
は
一
名
死
亡
、
一
名
負
傷

(

艦
長)

、

兵
卒
は
四
名
死
亡
、
瀕
死
の
重
傷
二
名
、
十
二
名
が
負
傷
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ン
号
で
は
、

将
校
二
名
と
兵
卒
七
名
が
負
傷
。

突
撃
部
隊
で
は
、
第
十
二
東
シ
ベ
リ
ア
狙
撃
連
隊
の
う
ち
兵
卒
瀕
死
の
重
傷
一
名
、

負
傷
一
名
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
う
ち
兵
卒
一
名
死
亡
、
負
傷
六
名
、
日
本
人
は
、
将
校

一
名
が
瀕
死
の
重
傷
、
兵
卒
二
名
が
死
亡
、
二
名
が
瀕
死
の
重
傷
、
四
名
が
負
傷
で

あ
っ
た
。

艦
船
と
突
撃
部
隊
の
死
傷
者
は
総
計
で
、
将
校
九
名
、
兵
卒
一
二
九
名
で
あ
る
。

中
国
側
の
人
的
損
失
を
正
確
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
…｣

(

�)

。

皇
帝
陛
下
ニ
コ
ラ
イ
二
世
は
次
の
よ
う
な
電
報
を
極
東
に
送
っ
て
い
る
。｢

事
の

成
就
を
祝
す
と
共
に
、
戦
死
者
に
対
し
て
哀
悼
の
意
を
表
す
。
負
傷
者
へ
の
手
当
は

万
全
で
あ
る
こ
と
を
望
む
。
ド
ブ
ロ
ヴ
ォ
リ
ス
キ
ー
海
軍
大
佐
、
コ
レ
エ
ツ
号
、
ギ

リ
ャ
ー
ク
号
、
ボ
ー
ブ
ル
号
の
艦
長
な
ら
び
に
将
校
に
我
が
深
謝
を
、
艦
船
の
勇
敢

な
る
兵
卒
一
同
に
我
が
会
心
の
謝
意
を
伝
え
よ｣

(

�)

。

出
兵
の
総
括
と
し
て
、
ロ
シ
ア
将
校
に
は
勲
章
と
銀
製
の
武
器
が
、
ま
た
兵
卒
に

は
軍
事
勲
功
章
が
、
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
た
。
捕
捉
さ
れ
た
中
国
の
水
雷
艇
に
は

｢

ブ

ラ
コ
フ
少
佐｣

と
い
う
名
称
が
冠
せ
ら
れ
、
戦
利
品
の
水
雷
艇
は

｢

タ
ク

【

大
沽】｣

と
名
付
け
ら
れ
た
。

中
国
で
の
戦
闘
活
動
で
功
績
の
あ
っ
た
連
合
国
艦
隊
の
将
校
と
兵
卒
も
特
別
な
褒

賞
を
受
け
た
。
太
平
洋
艦
隊
司
令
官
ギ
リ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ト
海
軍
中
将
は
、
ア
レ
ク
セ

フ
海
軍
中
将
宛
、
一
九
〇
〇
年
七
月
二
二
日
付
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。｢

先
日
、
私
の
と
こ
ろ
に
ク
ル
ジ
ョ
ル
海
軍
大
将

(

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
司
令
官
。

チ
ェ
ル
ニ
ャ
フ
ス
キ
ー
注)

が
来
て
、
次
の
提
案
を
し
た
。
そ
れ
は
、
様
々
な
国
の

海
軍
陸
戦
部
隊
と
陸
軍
部
隊
が
、
海
岸
で
共
に
作
戦
に
当
た
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
共
同
行
動
に
お
け
る
勲
功
に
対
し
、
最
も
優
れ
た
各
国
士
官
を
叙
勲
に
推

挙
す
る
こ
と
は
正
当
で
あ
る
と
思
う
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
考
え
を
実
行

す
る
た
め
に
ク
ル
ジ
ョ
ル
海
軍
大
将
は
、
私
に
、
次
の
よ
う
な
提
案
内
容
の
回
状
を

す
べ
て
の
関
係
国
の
将
官
・
士
官
に
回
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。
そ
の
提
案
と
い

う
の
は
、
今
回
の
よ
う
な
協
力
関
係
の
確
立
を
自
国
政
府
に
願
い
出
る
こ
と
、
こ
の

よ
う
な
共
同
行
動
は
、
上
記
の
よ
う
な
条
件
下
で
は
、
嫉
妬
も
不
満
も
引
き
起
こ
す

こ
と
な
く
、
行
動
軍
相
互
の
協
力
を
大
き
く
確
立
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ

る
…｣

(

�)

( ) 一九〇〇年対中国出兵における連合海軍の共同行動 (チェルニャフスキー)143
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こ
れ
を
受
け
て
ロ
シ
ア
軍
司
令
部
が
働
き
か
け
た
結
果
、
連
合
国
艦
隊
の
相
当
数

の
海
軍
軍
人
を
ロ
シ
ア
の
勲
章
に
推
挙
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
推
挙
さ
れ
た
者
の
中

に
は
日
本
艦
隊
の
将
校
も
含
ま
れ
て
い
た
。
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
一
五
日
付
の

｢

対

中
国
共
同
作
戦
行
動
参
加
の
功
績
に
対
し
て
褒
賞
に
推
挙
さ
れ
た
日
本
艦
隊
将
校
の

名
簿｣

に
は
七
五
名
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
は
、
艦
隊
司
令
官
東
郷
海
軍

中
将
、
艦
隊
副
司
令
官
出
羽
海
軍
少
将
が
含
ま
れ
て
い
て
、
両
者
と
も
四
年
後
に
露

日
戦
争
に
参
加
し
英
雄
と
な
っ
た

(

�)

。
そ
の
他
に
、
営
口
の
軍
事
警
備
司
令
官
Ｋ
・
Ｋ
・

ク
ラ
ピ
エ
・
ド
・
コ
ロ
ン
グ
海
軍
中
佐
か
ら
の
誓
願
で
、
在
営
口
日
本
総
領
事

【

在

牛
荘
領
事
。
挿
図
で
は
営
口
と
記
載
。】

田
辺
熊
三
郎

(K
um
asaburo

T
anabe)

が
聖
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
三
級
勲
章
に
推
挙
さ
れ
た

(

�)

。

な
お
、
一
九
〇
〇
年
の
出
兵
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
艦
隊
は
連
合
国
と
共
同
し
、
山

海
関
と
営
口
の
占
領
に
参
加
し
た
。
満
州
を
軍
事
行
動
の
舞
台
と
し
た
戦
闘
に
お
い

て
ロ
シ
ア
は
単
独
で
行
動
し
た
。
満
州
を
自
分
の
特
殊
権
益
地
帯
と
見
な
し
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

お
し
な
べ
て
、
ロ
シ
ア
艦
隊
と
連
合
国
は
、
果
た
す
べ
き
任
務
を
す
べ
て
遂
行
し
、

出
兵
に
関
し
て
十
分
な
成
果
を
あ
げ
た
。
否
定
的
側
面
は
、
海
上
に
強
力
な
敵
が
存

在
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
有
益
な
戦
闘
体
験
を
得
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ

の
こ
と
は
露
日
戦
争
に
お
け
る
ロ
シ
ア
艦
隊
の
作
戦
に
負
の
影
響
を
与
え
た
。
中
国

の
よ
う
な
潜
在
的
な
強
敵
に
勝
利
を
収
め
た
こ
と
が
、
別
の
敵
、
日
本
を
過
小
評
価

し
た
原
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
中
国
へ
の
出
兵
は
、
ロ
シ
ア
艦
隊
お
よ

び
日
本
を
含
め
た
連
合
艦
隊
の
歴
史
に
お
け
る
顕
著
か
つ
重
要
な
一
頁
と
な
っ
た
。

【
】

は
翻
訳
者
の
注
。
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(

翻
訳
：
有
泉
和
子)

( ) 一九〇〇年対中国出兵における連合海軍の共同行動 (チェルニャフスキー)145

本
研
究
集
会
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
Ａ

｢

東
ア
ジ
ア
の
国
際
環
境
と
中
国
・
ロ
シ
ア
所
在
日
本
関
係
史
料
の
総
合
的
研
究｣

(

課
題
番
号�

�
�
�
�
�
�
�

、
研
究
代
表
者
：
保
谷

徹)

の
一
環

と
し
て
、
そ
の
経
費
の
一
部
も
使
用
し
て
行
な
っ
た
。
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